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造成工事実施設計実施 繰越

進
捗
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況
説
明

個人墓地の散在化、土地利用等への支障、景観の悪化を防止にむけた、伊江村墓地団地造成に向けた工事発注ができた。
令和5年度への繰越工事となった。
令和5年5月31日に改定契約（工事設計変更：駐車場車止め15台分）を行った。
工期内に工事終了し、令和５年７月に検査完了した。

目標値
（R6年度）

伊江村墓地団地造成工事

目　標

実　績 実施設計完了 繰越 造成工事

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度

【参考指標】
　　整備工事を行い個人墓の散在化や無縁墓
による景観悪化防止のため本墓地団地へ永代
使用

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　前年度より、調整及び申請していた農振除外の手続や財産処分（県営かんがい給水栓4基）の調整及び申請などに不測
の日数を要し、工事発注が遅れたため、令和5年度への繰越工事となった。
　

予算の状況の説明 　予算の範囲内で適正な執行を行った。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

伊江村墓地団地造成工事

執行率（％）(B/A) #DIV/0! #DIV/0! 100.0% 37.0% 103.2%

次年度繰越額 0 20,240 0

うち交付金充当額 5,595 9,504 16,192

20,240

B．執行済額 6,994 11,880 20,894

A．計(b+d) 0 0 6,994 32,120

20,240

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 6 2,120 0

R4年度（繰越）

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 7,000 30,000 20,240

(b)予算現額

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

6,994 32,120

(d)繰越額

事業内容
　個人墓の散在化、無縁墓や荒地と化した墓など景観の悪化を防止するため、伊江村墓地団地造成工事を行う。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和　６　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

第4章-1-（5）-イ

沖縄の歴史と景観に配慮した千年
悠久のまちづくり

担当部課名 　建設課
事業実施

（予定）年度
平成２９年度～令和５年
度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１２

市町村名 伊江村

令和４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

11-① 伊江村墓地団地造成事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

実施設計実施 造成工事 造成工事 

（実施設計完了）

目　標

実　績

R4年度



（株）アジア測量設計
（現場技術業務）

1,936千円

委託料
1,936千円

工事請負費
30,838千円

○選定方法として事業実績のある業者を指名委員会で抽
出し指名入札を執行していることから妥当であったと考え
る。
○予算規模については、設計書をもとに予定価格を設定し
執行していることから妥当であったと考える。
○業務後の検査において、書面及び現場確認検査を実施
し、適正に事業を執行していると判断されたことから、事業
目的に即した費目及び使途であったと考える。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇

伊江村
32,774千円

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

32,774 32,774 25,696 7,078 0

・集中豪雨などの大量の雨水に対しては、隣接する浸透地を整備し、傾斜を付け雨水の誘導を行う。
・牧草の種子吹付については、大量の雨水による浸食を防ぐためだが、定期的に除草作業の実施をしていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成29年度に行ったアンケート調査により村民から要望のあった伊江村墓地
団地造成工事を実施したことで、個人墓地の散在化、土地利用等への支障、景
観の悪化防止を図ることができた。
・雨水の流入や周辺雑草地への対応に留意する必要がある。

・立地的に集中豪雨など大量の雨水への対応を検討する。
・大量の雨水対策に牧草の種子吹付をしたための除草管理。

今後の取り組み方針

(有)伊江島開発
（建設工事）
30,838千円

伊江村墓地団地造成工事
（現場技術業務）

伊江村墓地団地造成工事
（建設工事）


